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わたしは、小学校一年生になりました。はじめは、あたらしい学校でともだちができるか、ふあんでし

た。でも、ともだちをふやしたいとおもったので、まいにちたくさんのクラスの子にはなしかけたり、よ

うすをみたりしていました。

ある日のそうじのじかんに、クラスの男の子のたいちょうが、わるそうにみえました。とてもきになっ

たので、「だいじょうぶなの。」と、こえをかけると、

「なんか、あたまがいたい。」といって、たっているのもつらそうでした。

そこでわたしは、かたづけてあったイスをだして、

「そうじはわたしたちがするから、すわってやすんだほうがいいよ。」といいました。

そこに、たんにんの先生がやってきたので、あたまがいたいといっていることをつたえると、すぐにほ

けんしつにつれていってくれました。先生が、ねつもでていたからそうたいすると、あとでおしえてくれ

ました。そして、

「すぐにしらせてくれて、ありがとう。おかげで、はやくげんきになれるとおもうよ。」

といってくれました。

わたしは、ほめてもらえたこともうれしかったけれど、ともだちのちからになれたことがもっとうれし

くて、しんぞうがドキドキしました。

いえにかえってから、おかあさんにそのはなしをすると、

「しおりはえらいな。その男の子は、がんばらないかんとおもって、むりをしてたんだとおもうよ。だ

からたいちょうがわるくても、じぶんからは口にだせなかったんよ。そのことにきがついて、こえをかけ

てくれたとき、きっとあんしんしたとおもうよ。そうやって人にやさしくできていたら、ともだちはいっ

ぱいふえていくよ。」

といってくれました。わたしは、

「つらいときにやさしくしてくれると、わたしもあんしんするし、その子のこと、すきになるもんな

あ。なかよくなりたいって、おもうもんなあ。こえをかけてよかった。」

と、おかあさんにいうと、うれしそうにしていました。

じぶんのしたことが、いいことだったとおもえると、えがおがあふれてしまいました。それをおにいち

ゃんにみられて、すこしはずかしかったです。

このけいけんから、まわりの人のようすをよくみて、きになることがあったら、じぶんからこえをかけ

られるのは、わたしのよいところなんだ、とおもえるようになりました。

そのよいてんをのばしていくことが、ともだちをふやしていくことになるので、そつぎょうまでにたく

さんのともだちができるように、これからもやさしいこころをそだてていきたいです。


